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■ 今月号の表紙【冬の高野山】
世界遺産・高野山の中心部「壇上伽藍 ( だんじょうがらん )」が雪に包まれた、幻想的な一コマです。一際目を

引く鮮やかな朱塗りの建物は、真言密教のシンボルである「根本大塔」。降り積もる純白の雪とのコントラストが、
静寂の中に凛とした美しさを際立たせています。弘法大師・空海の祈りが息づく聖地の厳冬期。すべてを包み込む
ような静けさと澄んだ空気感が、見る者の心を穏やかに浄化してくれるような、趣深い景色です。
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― 平和構築と
　 紛争予防月間に寄せて ―

ロータリーの皆さま、今月は

「平和構築と紛争予防月間」です。

私たちが願う平和とは、単に戦争や争いが

起こらない状態を指す物ではありません。

互いの違いを理解し、尊重し合い、対話を

通じて信頼関係を築いていく―その不断の努力の

積み重ねこそが、真の平和であると考えます。

世界に目を向けると、今なお多くの地域で

紛争や対立が続いています。その多くは、貧困、

教育の格差、差別、誤解、そして対話の欠如

といった、私たちの身近な社会にも通じる課題を

背景にしています。だからこそ平和構築は、

遠い国だけの話ではなく、私たち一人ひとりの

日常の中から始まるものだと言えるのでは

ないでしょうか。

ロータリーは創設以来、「超我の奉仕」を

理念に掲げ、奉仕を通じて人と人、地域と地域、

国と国を結びつけてきました。青少年交換や

奨学金事業、平和フェローの支援、国際奉仕

活動、そして地域社会に根ざした草の根の活動は、

相互理解を育み、分断を乗り越える力となって

います。これらはまさに、紛争を未然に防ぎ、

平和を築くための実践そのものです。

また、平和構築において最も重要なのは

「対話」です。

意見の違いを恐れず、相手の声に耳を傾け、

違いの中に共通点を見いだそうとする姿勢は、

ロータリアンが日頃から大切にしている価値観

でもあります。その姿勢を地域社会に広げて

いくことが、私たちにできる最も確かな平和への

貢献だと考えます。

この「平和構築と紛争予防月間」を機に、

改めて自分自身の奉仕を見つめ直し、クラブ

として、地区として、何ができるのかを考え、

行動へとつなげてまいりましょう。

一つひとつの小さな行動は小さく見えても、

それが連なったとき、大きな平和の流れとなり

ます。

「良いことのために手を取り合おう」という

ロータリーの精神のもと、私たち一人ひとりが

平和の担い手であることを自覚し、持続可能な

平和の実現に向けて、ともに歩んでまいり

ましょう。

2026 年 2 月ガバナーメッセージ ガバナー　北野 治義
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2026 年 1 月 9 日
関西国際空港

岡本エレクト、いよいよ国際協議会へのご出発ですね。
次年度の地区を担われるリーダーとして、世界中の仲間と理念を共有し、学びを深められる貴重な

機会に臨まれることに、私たち一同、大きな期待と温かいエールをお送りいたします。
国際協議会で得られる知見や出会いは、必ずや次年度の地区運営に力強い指針となり、私たちの

奉仕の輪をさらに広げてくださるものと確信しております。
どうか道中お気をつけて、実り多い日々をお過ごしください。
そして、笑顔でのご帰国を心よりお待ちしております。
帰国後のお話を伺えるのを、みんなで心待ちにしています。
いってらっしゃいませ。

          　　 2640 地区
ガバナー　北野 治義

岡本弥生ガバナーエレクト 国際協議会 壮行会
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委員会活動報告
インターアクト海外研修

インターアクト委員会
委員長　坂東 剛

2025 年 12 月 27 日から 30 日の 4 日間、インターアクト海外研修として、アクター 62 名・顧問
教師 11 名・ロータリアン 7 名・他 1 名 ( 看護師 ) の総勢 81 名で台湾 ( 台北・新竹 ) を訪問しました。

参加アクターの 38％が中学生で、その内約半数が海外初体験とのこと。
出発の朝、集合場所の関西空港には、誰一人欠ける事なく笑顔の 81 名と、多くのお見送りご家族や

ロータリアンの姿が。
結団式で生徒代表の挨拶と記念撮影、その後直ぐに出国手続き。
自動チェックイン機にびっくり、バゲージタグ取付けに戸惑い、自動荷物預け機にも一苦労、次は

何処に行ったらいいのだろう！
私はこう思います。
催行中に訪れるであろう何処かで何かをするその瞬間だけが「研修」ではなく、家族から離れ、

自身でなんとか出国しようとする今、もう既に研修は始まっているのだと。
現地では、風土・暮らし・習慣・食・伝統を経験という形で学びました。
新竹では、元培医事科技大学でお世話になりました。
学生同士の交流プログラム、キャンパスツアー、昼食会。
異国の学校での出来事、僅かな時間だったかもしれませんが良い経験になったことでしょう。
この大学のオーナーはロータリアン、当地区の高野山高校と過去から親密なご関係。
今回もそのご縁でお世話になりました。
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催行中、平穏無事な 4 日間ではありませんでした。
到着日 (27 日 ) の深夜 11 時過ぎ、突然大きな揺れ、「この建物は大丈夫か？」と思うくらい。
マグニチュード 7.0 の大地震に見舞われ、夜中に非常階段で避難しました。
翌日 (28 日 ) は、「中国軍事演習で台湾包囲、明日と明後日、主要港湾と空域閉鎖か！」とのニュースが

飛び込んできました。
「帰国できるのか？」
3 日目 (29 日 ) は朝から体調不良者が、病院受診で「インフルエンザ」とのこと。
夕方には合計 3 人に、明日帰国、「軍事演習とインフルエンザ」、久しぶりに寝れない夜でした。
帰国日 (30 日 )、予定通りのスケジュールを終え空港へ、空港に到着直前、ピーチ航空が飛んで

行く姿が目に入りました。
「あ～、帰れる」と思った瞬間でした。
皆と過ごした 4 日間、とても大切な思い出になりました。
アクター達はどう思っているのでしょう？
2 月 22 日 ( 日 ) の「海外研修報告会」が楽しみです。

海外研修は 6 年ぶり。
2020 年と 2021 年はコロナ禍で研修そのものが中止、2022 年に催行を模索し「国内なら」との

事で再開。
東北・九州・北陸の震災遺構を訪れ研修させて頂きました。
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クラブ活動報告
愛育社クリスマスプレゼント

堺清陵ロータリークラブ
12 月 26 日　例年社会奉仕活動のひとつとして児童養護施設「愛育社」を訪問し、児童・生徒の

皆さんによるパフォーマンスを鑑賞しました。歌やダンス、表現力豊かな発表に、会場は大きな拍手に
包まれました。

パフォーマンス終了後には、堺清陵 RC・㈱中村超硬によるクリスマスプレゼント贈呈を行いました。
シュライクス代表も含め複数の会員がサンタクロースに扮し、児童・生徒一人ひとりの目を見ながら、
心を込めてプレゼントを手渡しました。

プレゼントを受け取った子供たちのうれしそうな笑顔や歓声があふれ会場全体が温かい雰囲気に
包まれました。

本活動を通じて、子供たちに少しでも楽しい思い出を届けるとともに、会員にとっても奉仕の喜びを
改めて実感する貴重な機会となりました。

今後も堺清陵 RC は、地域社会に根ざした支援活動を大切にし、継続的な奉仕に取り組んで
まいりたいと思っています。
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クラブ活動報告
新春合同例会互礼会ご報告

堺ロータリークラブ
新春合同例会実行委員会　委員長　東野 裕暢

1 月 8 日、ホテル・アゴーラリージェンシー大阪堺にて堺 RC ホストのもと、堺 7RC 新春合同例会が
初めて夜間に開催されました。市長、ガバナーを含む 132 名 ( 出席率約 76％ ) が集う、華やか且つ
和やかな開催となりました。恒例の例会行事はタイムテーブル通り進みお楽しみの時間には、源氏先生
率いるピュアエンジェルの皆さんによる歌唱が会場を魅了。椿姫より「乾杯のうた」に始まり、唱歌
メドレー「ふるさとの四季」など、戦後の日本を勇気づけた歌の数々昭和歌謡メドレー、そしてアンコール

「瑠璃色の地球」に至るまでとても心躍る 2 時間半でした。又、例年になく途中退席者もほとんど出ず、
恒例の大団円 “ 手に手つないで ” の 2 回合唱で無事お開きとなりました。

ひとえに堺 7RC 会員の皆様のご理解、ご協力の賜物、そして堺 RC 会員のご支援、とりわけ準備や
当日の分業を担って頂いた実行委員各位のご尽力、会場ホテルのご配慮、これらご厚情で成し得たもの、
衷心より御礼申し上げご報告とします。
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クラブ活動報告
「けやき大通りを歩こう」ベンチ設置事業

和歌山東南ロータリークラブ
会長　小林 一三

JR 和歌山駅から和歌山城大手門方面へ向かう ( 約 1.5㎞ ) 幅員約 50 ｍの和歌山市を代表する
目抜き通り「けやき大通り」があります。

最近では、和歌山市の活性化プロジェクトの一つとして JR 和歌山駅から南海和歌山市駅までの
大通り沿いの街路樹にイルミネーションが行われているほか、海外、県外からの観光客も歩行による
和歌山城観光が増えてきております。

このような状況のなかで、地域の方、観光客が「『けやき大通り』の歩道」を歩いていても休憩
できるベンチがほとんどありませんでした。そこで、今年度の「社会奉仕事業」と和歌山東南ロータリー
クラブの創立「55 周年記念事業」の一つとして ,

和歌山県のけやき大通り歩道に 7 基、和歌山市の和歌山城ホール屋上に 3 基の計 10 基の「紀州材の
ベンチ」を設置し、和歌山県と和歌山市に寄贈いたしました。

この活動には、和歌山市の散策途中の休憩の場となり、自然の温もりを感じながら、子どもから
ご高齢の方まで、どなたでも気軽に腰を下ろしていただける存在であってほしい、そんな思いを込めて
おります。



8

GOVERNOR’S MONTHLY LETTER

クラブ活動報告
献血活動

岩出ロータリークラブ
本年度第 1 回目の献血活動を 2026 年 1 月 18 日 ( 日 )、ジョーシン岩出店前の駐車場をお借りして、

和歌山県赤十字血液センターに協賛のうえ行いました。
当日は寒風吹く中でしたが快晴ではあったので、活動する会員も助かったところです。
冬場は献血協力者が大変減少するようで、尚且つ、少子高齢化により採血できる母数が減少している

ことから、2025 年末から和歌山県内の献血供給は他府県に頼っているそうです。少しでも協力
できればと、今回粗品を奮発し、卵パック、タオル、クリアファイルを提供しました。

ご協力いただきました皆様にはありがとうございました。
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新会員の紹介
クラブ名 御坊ロータリークラブ クラブ名 和歌山アゼリアロータリークラブ

氏名
ふるくぼ　よしくに

氏名
やぎ　たかお

古久保　佳州 八木　隆雄
職業分類 建設設計 職業分類 整体師
生年月日 1984 年 9 月 23 日 生年月日 1965 年 2 月 1 日

入会年月日 2025 年 12 月 19 日 入会年月日 2025 年 12 月 1 日
クラブ名 貝塚コスモスロータリークラブ

氏名
にしで　いちこ
西出　以知子

職業分類 病院関係
生年月日 1958 年 5 月 13 日

入会年月日 2025 年 12 月 3 日
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第 6 代 よねやま親善大使 カ レ タオさん退任
昨年 7 月から第 6 代よねやま親善大使として

活動してきたカ レ タオさん（ベトナム／2023-

25／旭川ＲＣ）が、個人の事情により母国に帰

国することとなり、2025 年 12 月をもって退任

となりました。これまでの献身的な活動に、心

より感謝申し上げます。 

<退任のメッセージ> 

この活動を通じて出会った多くの方々とのご

縁や、各地でいただいた温かいご支援は、私に

とってかけがえのない財産です。親善大使とし

て各地を訪問し、ロータリーの

皆さまと直接お会いできたこ

とは、日本の新たな一面を知る

大切な機会となりました。米山

奨学事業が人の思いと行動に

よって支えられていることを

実感し、その理念は今後の人生

においても私の指針となります。これからも一

人の米山学友として、米山の精神を胸に、歩み

続けてまいります。

ハラール体験で異文化交流 
現在までに、米山奨学

生の累計出身地は 134

の国と地域に及び、それ

ぞれが異なる宗教や文

化、価値観を持っていま

す。今回は、米山奨学生

とロータリー会員の相

互理解を深める取り組みをご紹介します。 

第 2610 地区富山ＲＣの柴田智弘会員は、クラ

ブ会員らと奨学生のカリド サナさん（パキスタ

ン／2024-26）との会話中、ハラールは肉を食べ

てはいけない、ということではないか、と誤解

をしていたそうです。そこで、「実際に体験して

みよう」と、サナさんおすすめのバングラデシ

ュ料理店で、本場のハラ

ール料理を味わう企画

が実現し、ビリヤニやタ

ンドリーチキンなどが

提供されました。実際の

ハラールについて話を

聞き、宗教や社会への理

解を深める機会となりました。柴田会員はサナ

さんについて、学業や家庭について真摯に語る

姿が印象的で、クラブ内でも「とてもまじめな

奨学生」として親しまれていると話します。ま

た、奨学生との関係を築く上で大切なこととし

て、「その国の文化や、相手が大切にしている価

値観を尊重すること」を挙げられました。

寄付金速報 — 下期普通寄付のお願い —
12 月までの寄付金

は前年同期と比べて

5.3％減（普通寄付

金:0.4％減、特別寄

付:7.2％減）、約4,500

万円の減少となりま

した。当月は 500 万円の寄付を含む大口寄付が

8 件ありました。ご支援に厚く御礼申し上げま

す。1月 13 日に「2025 年度下期普通寄付金のお

願い」を各クラブへお送りしております。年初

早々からのお願いとなりますが、引き続きご協

力を賜りますようよろしくお願いいたします。

1

2

3

前年同期比

普 -0.4%  特 -7.2%

-5.3％ 

ハラール料理を囲んで一枚 
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：https://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：長尾(ながお) 

米山学友初の遺言寄付 — 次世代に託す「志」 —
米山学友として初めて遺言寄付を申請された

林 小 微
リンシャオウェイ

さん（1983-84／和歌山東ＲＣ）が 2024

年 12 月 7日、ご逝去されました。 

関西米山学友会会長を務めた林さんは、会長

在任中に台湾や韓国の学友会を訪問し、学友会

の関係構築に尽力されました。また、当財団設

立 50 周年記念式典のフォ

ーラムに登壇されるなど、

幅広く活躍されました。 

当財団では 2000 年度よ

り「遺言寄付制度」を設け、

事業の趣旨にご賛同くだ

さる方々のご意思をお預

かりしています。林さんは 2009 年 1 月、「学友

にもこのような制度があることを知ってほしい」

との思いから、米山学友として初めて遺言寄付

を申請。さらに 2017 年 3 月には 2 回目の申請

を行い、当事業への変わらぬご支援の意思を示

されました。林さんが逝去された後、ご家族は

深い悲しみの中にありながらも、故人のご遺志

を大切に守り、遺言寄付を実現されました。心

より感謝申し上げます。 

林さんが遺された志は、当事業を通じて次世

代を支える大きな力となっていきます。ここに

謹んで哀悼の意を表し、故人のご冥福をお祈り

申し上げます。

台湾米山学友会 総会開催
12 月 6 日、台湾米山学友会の年次大会が台北

市内で開催され、約 80 人が参加しました。 

盧本文理事長（1984-86／松原ＲＣ）の開会の

挨拶で幕を開け、当会からは井原實副理事長が

出席し、祝辞を述べました。同学友会は独自で

現地日本人奨学生を長く支援しており、出席し

た奨学生の紹介が行われ、温かい拍手が送られ

ました。また、前日 5 日に前夜祭、6 日午前に

小旅行が開催され、多くの参加者が集いました。

ミンガラ奉仕デー 田中作次奨学生日本語カフェ開催
米山学友を中心に設立された

ロータリークラブである東京

米山ロータリーＥクラブ 2750

の活動の一つに、「田中作次奨

学金」があります。これは、元

国際ロータリー会長である田

中作次氏の冠名奨学金として、ミャンマーの若

者への教育支援を目的に 2017 年に始まりまし

た。ミャンマー米山学友会と連携し、学友自身

が現地奨学生の選考を行っています。 

12月21日、東京米山ロータリーＥクラブ2750

とミャンマー米山学友会による合同企画「第 13

回ミンガラ奉仕デー 田中作次

奨学生日本語カフェ」がオンラ

インで開催されました。今年度

は、大規模な地震被害に見舞わ

れた地域への支援も目的とし、

同地域の学生14人を含む 22人

が選抜。奨学金授与式も行われました。当日は

「日本とミャンマーの違い」をテーマにグルー

プに分かれて交流。同クラブの長崎智香子会長

は、「ミャンマーが厳しい情勢の中、開催できて

うれしいです。日本語での交流を楽しんでほし

いです」と語りました。

4

5

6
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謹賀新年

第 3地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐 谷 宗光（和泉 RC）

親愛なるロータリー会員のみなさま。

新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

私たちロータリー会員は、2026年も四つのテストに照らし、

・真実かどうか・みんなに公平か・好意と友情を深めるか・みんなのためになるかどうかを

心にたずさえて、地域社会や世界のさまざまな問題解決のために、人道的奉仕活動を行い、

高い倫理基準の措置と、人間形成のために日々精進して参りましょう。

さて、私たちロータリー公共イメージコーディネータ

ーチームでは、昨年も 10月の「世界ポリオデー」を

前面にＰＲし、同時にロータリーの知名度向上のために、日本経済新聞（10 月

18日）に一面広告を掲載させて頂きました。

それと時を同じくして全国の各クラブ・各地区で、開催して頂いております、

様々なイベント活動の記録にあたる「ポリオ根絶フォトコンテスト」の募集もさ

せて頂きました。ロータリーは長年にわたりポリオ（小児まひ）の根絶に対し支

援して来ており、ワクチン提供や啓発活動を続けています。その活動の一コマ

の写真は、どの作品も、「見る人に感動を与え、ポリオ根絶への願いを伝える

一枚」となっていました。その選考は、単なる集合写真ではなく「想い」「ストー

リー性」「メッセージ性」を重視させて頂きました。

そして応募総数 194件がエントリーされ、地域リーダーの皆様の厳正なる投票で、194件から8件を入選作とさせて頂

き、その 8件の中から RI会長賞、RI理事賞等の各賞を決定させて頂きました。

・RI会長賞 2790地区 富里 RC

・TRF管理委員長賞 2820地区 水戸 RC   

・RI理事賞-1  2690地区 松江南 RC  理事名：スーザン・ステンバーグ

・RI理事賞-2  2500地区 釧路北 RC  理事名：サルバドール・リッツォ・ダバレス

・水野 RI理事賞 2720地区 熊本中央 RC

・辰野 TRF管理委員賞 2790地区 千葉西 RC

・四宮 RI理事エレクト賞 2790地区 千葉 RC

・中谷 RI理事エレクト賞 2820地区 北茨城 RC

応募いただきました皆様本当にありがとうございました。

今年も引き続き、この事業は行われる予定だと伺っておりますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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25.7.１ 内女性 25.12月末 内女性 12月 内女性 累計 12月 内女性 累計 25.7.１ 内女性 25.12月末 内女性 12月 内女性 累計 12月 内女性 累計

串本 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 24 4 24 4 0 0 4 0 0 0

那智勝浦 10 0 10 0 0 0 1 1 0 1 7 1 8 1 0 0 1 0 0 0

新宮 40 3 41 3 0 0 2 0 0 1 12 2 16 2 0 0 4 0 0 0

白浜 8 0 7 1 0 0 0 1 0 1 29 0 29 0 0 0 0 0 0 0

田辺 85 5 84 5 0 0 1 1 0 2 24 0 25 1 0 0 1 0 0 0

田辺東 31 2 30 2 0 0 0 1 0 1 14 1 14 1 0 0 0 0 0 0

田辺はまゆう 24 4 27 4 0 0 5 0 0 0 12 3 13 4 1 1 1 0 0 0

有田 24 1 24 1 0 0 0 0 0 0 16 1 16 1 0 0 0 0 0 0

有田南 20 1 20 1 0 0 0 0 0 0 26 1 26 1 0 0 0 0 0 0

有田２０００ 14 0 14 0 0 0 0 0 0 0 37 7 37 7 0 0 0 0 0 0

御坊 33 1 34 1 1 0 1 0 0 0 7 2 7 2 0 0 0 0 0 0

御坊東 11 0 11 0 0 0 0 0 0 0 12 2 12 2 0 0 0 0 0 0

御坊南 14 4 14 4 0 0 0 0 0 0 15 1 15 1 0 0 0 0 0 0

海南 8 0 8 0 0 0 0 0 0 0 19 0 19 0 0 0 0 0 0 0

海南東 38 5 40 5 0 0 2 0 0 0 40 4 40 4 0 0 0 0 0 0

海南西 14 2 16 3 0 0 3 0 0 0 63 2 61 2 0 0 0 2 0 2

和歌山 76 2 77 2 0 0 2 1 0 1 11 1 11 1 0 0 0 0 0 0

和歌山アゼリア 25 8 27 7 1 0 3 1 1 1 22 1 24 1 0 0 2 0 0 0

和歌山東 55 0 56 0 0 0 4 2 0 3 10 2 9 2 0 0 0 0 0 1

和歌山城南 36 3 38 3 0 0 2 0 0 0 40 5 41 5 0 0 2 0 0 1

和歌山中 8 1 10 3 0 0 3 0 0 0 20 4 19 4 0 0 0 1 0 1

和歌山北 20 3 20 3 0 0 0 0 0 0 23 4 23 4 0 0 0 0 0 0

和歌山南 77 7 75 7 0 0 2 1 0 4 13 0 15 1 0 0 2 0 0 0

和歌山東南 33 6 31 5 0 0 0 2 1 2 32 5 31 5 0 0 1 0 0 1

和歌山西 9 1 9 1 0 0 0 0 0 0 24 3 26 3 0 0 2 0 0 0

橋本 40 0 41 0 0 0 1 0 0 0 6 3 6 3 0 0 0 0 0 0

岩出 23 1 23 1 0 0 0 0 0 0 20 4 19 4 0 0 0 1 0 1

河内長野高野街道 17 4 17 5 0 0 1 1 0 1

粉河 14 2 16 3 0 0 4 0 0 0

高野山 11 0 12 1 0 0 1 0 0 0

羽曳野 5 0 5 0 0 0 0 0 0 0

河内長野 26 4 25 4 0 0 0 1 0 1 7 0 7 0 0 0 0 0 0 0

河内長野東 20 2 20 2 0 0 0 0 0 0 1,457 135 1,478 143 3 1 58 17 2 26

男性 1,322 女性 135 男性 1,335 女性 143 男性 2 女性 1 男性 15 女性 2 男性 -13 女性 -1

みんなを温かく受け入れるクラブづくりを！

貝塚

第２６４０地区 会員数報告(2025年12月）

 クラブ名 
会員数 入会 退会

 クラブ名 
会員数 入会 退会

松原中

大阪狭山

太子

富田林

泉佐野

高石

貝塚コスモス

関西国際空港

岸和田

岸和田東

KUMATORI 向日葵

りんくう泉佐野

羽衣

和泉

泉大津

和泉南

大阪金剛

高師浜

堺

堺東

堺泉ヶ丘

堺中

堺北

堺おおいずみ

堺フェニックス

堺清陵

ワールド大阪
ロータリーEクラブ

計

クラブ数 2025年7月1日 会員数 2025年12月末 会員数 12月入会

※7/1付入会：　田辺はまゆうRC 2名、 海南西RC 1名、和歌山中RC 1名、 粉河RC 2名、 松原中RC 4名、堺北RC 1名

12月退会 増減

61
1,457 1,478 3 17 -14 
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会員数 登録人数 登録率
1,480 808 54.59%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
串本 3 1 33.3% 有田 24 11 45.8%
那智勝浦 10 4 40.0% 有田南 21 2 9.5%
新宮 41 17 41.5% 有田2000 14 10 71.4%
白浜 7 5 71.4% 御坊 34 15 44.1%
田辺 84 48 57.1% 御坊東 11 7 63.6%
田辺東 30 17 56.7% 御坊南 14 4 28.6%
田辺はまゆう 27 10 37.0% 海南 8 7 87.5%

海南東 40 34 85%
海南西 16 5 31.3%

分区計 202 102 48.2% 分区計 182 95 51.9%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
和歌山 78 78 100% 橋本 41 4 9.8%
和歌山アゼリア 29 7 24.1% 岩出 23 8 34.8%
和歌山東 57 46 80.7% 河内長野高野街道 17 10 58.8%
和歌山城南 38 9 23.7% 粉河 16 9 56.3%
和歌山中 11 4 36.4% 高野山 12 7 58.3%
和歌山北 20 9 45.0%
和歌山南 75 56 74.7%
和歌山東南 32 8 25.0%
和歌山西 9 2 22.2%

分区計 349 219 48.0% 分区計 109 38 43.6%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
羽曳野 5 1 20.0% 泉佐野 25 8 32.0%
河内長野 25 24 96% 貝塚 14 14 100%
河内長野東 21 7 33.3% 貝塚コスモス 13 9 69.2%
松原中 24 14 58.3% 関西国際空港 16 6 37.5%
大阪狭山 8 4 50.0% 岸和田 26 13 50.0%
太子 16 10 62.5% 岸和田東 37 23 62.2%
富田林 29 20 69.0% KUMATORI向日葵 7 4 57.1%

りんくう泉佐野 12 6 50.0%

分区計 128 80 55.6%
分区計 150 83 57.3%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率
羽衣 16 8 50.0% クラブ名 会員数 登録人数 登録率
和泉 19 11 57.9% 堺 41 17 41.5%
泉大津 40 20 50.0% 堺東 19 14 73.7%
和泉南 61 22 36.1% 堺泉ヶ丘 23 13 56.5%
大阪金剛 11 11 100.0% 堺中 15 6 40.0%
高石 24 9 37.5% 堺北 31 11 35.5%
高師浜 9 9 100.0% 堺おおいずみ 26 21 80.8%

堺フェニックス 6 4 66.7%
堺清陵 19 15 78.9%

分区計 180 101 59.2%
分区計 180 90 61.6%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率

4クラブ ワールド大阪
ロータリーEクラブ 8 6 75.0%

ガ
バ
ナ
ー

預
り

目標達成

3
分
区

4
分
区

5
分
区

6
分
区

7
分
区

8
分
区

1
分
区

2
分
区

2025-2026 年度 国際ロータリー第2640地区

MY ROTARY 登録状況［2026年1月26日現在］

2640地区
2026年1月26日

100% 達成クラブ
貝塚ロータリークラブ
和歌山ロータリークラブ
大阪金剛ロータリークラブ
高師浜ロータリークラブ

2025-2026年度

登録率目標

88%
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2 月の行事予定表
日　付 行　　　　事 場　　所

1（ 日 )
①第３回全国 IA 委員長会議　13：00 〜 16：00
② RLI 第３回ファシリテーター研修会　9：00 〜 16：00

① AP 八重洲＋ ZOOM
②オンライン

7（ 土 )
①第８回ガバナー補佐・幹事合同会議　15：00 〜 17：00
②次年度地区幹事会議　10：00 〜 12：00

①けやき ONE401
②ガバナー事務所

11（ 水 ) 第２回ロータリーカード地区推進委員会セミナー　15：00 〜 17：00 ZOOM

15（ 日 ) 地区チームラーニングセミナー

20（ 金 )
①地域社会奉仕第三回委員会 （12 月調査集計と４月会議企画 )
　15：00 〜 17：00
②和歌山中 RC 創立 40 周年記念例会　18：30 〜

①ガバナー事務所
②ダイワロイネットホテル和歌
山３F　ルミエール

21（ 土 ) 堺 RC 創立 75 周年記念式典
アゴーラリージェンシー大阪堺
４階ロイヤルホール

22（ 日 )
①インターアクト委員会 海外研修報告会
②青少年交換委員会 第４回オリエンテーション　13：30 〜 15：30

①上宮太子高等学校
②けやき ONE401

27（ 金 ) 第２回 地区クラブサポートミーティング オンライン

国際ロータリー

第 2640 地区 ガバナー事務所

〒 640-8331
和歌山市美園町 3-34
けやき ONE301 号室

TEL：073-426-2640
FAX：073-426-2660

E-mail：kitano@rid2640g.com

　   JR 和歌山駅西口から徒歩 7 分
　   阪和道、和歌山インターから約 10 分

月信への寄稿のお願い
第 2640 地区の各クラブで行われた奉仕事業やクラブの自慢などを、月信に寄稿してみませんか？
原稿締め切りは毎月 15 日になります。原稿を 15 日以前にガバナー事務所宛にメールしていただければ
翌月号に掲載させていただきます。事情により翌月以降の掲載になる場合もあります。

IT・ガバナー月信委員会




